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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 2,172 18.8 295 ― 233 ― 148 ―

23年3月期第2四半期 1,828 △0.9 △451 ― △486 ― △1,233 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 155百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △1,380百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 8.88 ―

23年3月期第2四半期 △73.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 34,174 10,866 31.7 647.28
23年3月期 34,639 10,927 31.5 649.68

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  10,839百万円 23年3月期  10,899百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 12.50 12.50

24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 12.50 12.50

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
当社グループは金融市場、商品市場などで多角的に投資サービス事業を展開しており、それぞれの市場では、政治・経済情勢、相場環境等に起因する不
確実な要因が多種多様に存在しております。このため、当社グループは業績予想の公表を非開示としております。詳細につきましては、p4-p5の「１.当四半
期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添
付資料p2-p5「１.当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 20,464,052 株 23年3月期 20,464,052 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 3,718,204 株 23年3月期 3,687,504 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 16,759,205 株 23年3月期2Q 16,792,105 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響を受けて大きく落ち込んだ製

造業の生産活動や、自粛ムードの強まった個人消費が徐々に回復の兆しを見せました。しかし、為替市

場での円高進行が輸出の回復に水を差すとの懸念も浮上させており、世界経済の減速懸念と重なり、国

内経済の先行きに対する不安感を深める状況となっています。 

 当第２四半期連結累計期間における外国為替市場では、円高の流れが止まらずに１ドル76円台へと突

入しました。８月初めに日本銀行が今年３月以来となる円売り・ドル買い介入を実施しましたが基調反

転にはいたらず、介入後も１ドル76～77円台での推移を続けました。円高は対ユーロでも進行し、９月

下旬には１ユーロ101円台とほぼ10年ぶりの円高水準となりました。なお、８月１日より東京金融取引

所において、中国・人民元、韓国・ウォン、インド・ルピーの取引所外国為替証拠金取引がスタートし

ました。 

 当第２四半期連結累計期間における株式市場は、円高の進行を嫌気する形で下落し、日経平均株価は

９月下旬に8,300円台の安値をつけました。景気後退懸念などを背景とした世界的な株価下落も影響し

たようです。 

当第２四半期連結累計期間における商品先物市場では、金が金融不安を背景とした資金回避の動きの

なかで上昇を続け、ニューヨーク市場では９月初めに１トロイオンス1,923ドル台（期近）と史上最高

値を更新しました。欧州の財政支援問題が混乱を続けたことも投資資金の金市場への流入を促しまし

た。９月下旬には高値警戒感や株価急落が引き金となって換金売りが集中し、一時同1,535ドル台まで

急落しましたが、その水準ではアジア市場の現物買い需要が下値を支える構図となりました。東京市場

でも９月初めに１グラム4,749円（先限）とほぼ31年ぶりの高値を示現しましたが、その後は反落し当

第２四半期連結会計期間末にかけては同4,000円水準での取引となりました。プラチナは世界的な景況

感の低下が重石となり金ほどの上昇力を維持できず、１トロイオンス1,800ドルを中心とした値動きを

続けたあと、当第２四半期連結会計期間末にかけて同1,500ドル水準まで急落した際には金価格を下回

り、逆ザヤ幅が100ドル以上となる場面も見られました。原油も景気後退懸念から価格水準を切り下

げ、当第２四半期連結会計期間末にかけては１バレル80ドル水準（ニューヨーク市場ＷＴＩ期近）での

期越えとなりました。穀物市場では、天候不安を背景とした減産懸念が浮上し８月まで水準を切り上げ

る動きを見せましたが、９月は商品市場の調整や減産懸念の後退から急反落を強いられました。このよ

うに世界的に商品市場も活況に推移し、その流れに連れて国内商品市場も活況を呈する状況となり、そ

の結果、当第２四半期連結累計期間の全国商品取引所出来高は、前第２四半期連結累計期間比20.4％増

の17,902千枚となりました。また、８月には東京穀物商品取引所および関西商品取引所でコメの先物取

引が72年ぶりに復活し（試験上場）、市場内外の注目を集めております。 

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は次の通りです。  

①商品先物取引業務  

当第２四半期連結累計期間の商品先物取引業務は、欧州債務問題や先進国経済の先行き不安、中国経

済動向などを背景に金市場や穀物市場等が活況を呈したことから、当第２四半期連結累計期間の商品先

物取引業務にかかる委託売買高は前第２四半期連結累計期間比22.8％増の681千枚、受取手数料は前第

２四半期連結累計期間比37.7％増の19億37百万円となりました。売買損益につきましては、25百万円の

売買収益（前第２四半期連結累計期間は１百万円の売買損失）を計上しました。 

②外国為替証拠金取引業務  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第２四半期連結累計期間の外国為替市場は、欧州経済への不安や米国経済の先行き不透明感などか

ら、ユーロ、米ドルについては方向感のつかみづらい状況が続き、その一方で円が買われる展開もあり

ました。新興国通貨に対する懸念も台頭し、国内では外国為替証拠金取引（ＦＸ取引）のレバレッジ規

制が強化されたことから個人投資家の取引が減少する場面もありました。また、当社においては本年６

月末をもって店頭ＦＸ取引「エースでねらえ！ＦＸ」のサービスを終了したこともあり、当第２四半期

連結累計期間の外国為替証拠金取引業務にかかる収益は、前第２四半期連結累計期間比76.6％減の40百

万円となりました。 

③証券取引業務 

当第２四半期連結累計期間の株式市場は、欧州経済への不安などを背景にした世界的な株式下落の場

面もあり、国内市場においては本年３月に発生した東日本大震災の影響や円高の進行を嫌気する状況か

ら、日経平均株価は回復基調に乗るというところまではいきませんでした。その結果、当第２四半期連

結累計期間の子会社アルバース証券株式会社の証券取引業務における営業収入は前第２四半期連結累計

期間比16.6％減の67百万円にとどまりました。また、子会社の株式会社マックスマネー・インベストメ

ントによる証券ディーリング業務についても前第２四半期連結累計期間比65.2％減の36百万円の収益を

計上するにとどまりました。 

④その他 

当第２四半期連結累計期間のその他の事業としては、毎月一定額を積み立てる金の定額購入商品「純

金積立」の手数料収入や子会社興栄商事株式会社の事業である損害保険代理店業務による保険料収入な

どに加え、子会社ビバーチェ・キャピタル・マネジメント株式会社の投資運用業務による運用報酬53百

万円（前第２四半期連結累計期間の運用報酬は52百万円）があり、合わせて65百万円の収益（前第２四

半期連結累計期間は62百万円の収益）を計上いたしました。 

また、当第２四半期連結累計期間における当社グループの営業費用は、業務の効率化を推進し、グル

ープ全体で経費の削減に努めたことから、前第２四半期連結累計期間比17.7％減の18億76百万円となり

ました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は、前第２四半期連結累計期間比18.8％増の21億

72百万円、営業利益は２億95百万円（前第２四半期連結累計期間は営業損失が４億51百万円）、経常利

益は２億33百万円（前第２四半期連結累計期間は経常損失が４億86百万円）、四半期純利益は１億48百

万円（前第２四半期連結累計期間は四半期純損失が12億33百万円）となりました。 

  

（資産、負債、純資産の状況に関する分析） 

  ①資産 

 当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、委託者先物取引差金の増加等により、第１四半期連結会

計期間末に比べて4.3％増加し、240億56百万円となりました。固定資産については、リース資産の減

少、投資有価証券の評価損の増加等により、第１四半期連結会計期間末に比べて1.4％減少し、101億18

百万円となりました。この結果、総資産は第１四半期連結会計期間末に比べて2.6％増加し、341億74百

万円となりました。 

②負債 

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、預り証拠金の増加等により、第１四半期連結会計期間末

に比べて4.6％増加し、208億11百万円となりました。固定負債は、第１四半期連結会計期間末に比べて

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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5.6％減少し、21億31百万円となりました。これは、長期借入金の減少等によるものであります。ま

た、特別法上の準備金として３億64百万円を計上しております。この結果、負債合計は、第１四半期連

結会計期間末に比べて3.6％増加し、233億08百万円となりました。 

③純資産 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産の合計は、利益剰余金の増加等により、第１四半期連結会計期

間末に比べて0.3％増加し、108億66百万円となりました。また、自己資本比率は、第１四半期連結会計

期間末の32.4％から、当第２四半期連結会計期間末は31.7％となりました。なお、当第２四半期連結会

計期間末の１株当たり純資産は、第１四半期連結会計期間末に比べて２円57銭増加し、647円28銭とな

りました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、当第２四半期

連結累計期間の税金等調整前四半期純利益が１億56百万円となったことや預り証拠金の増加などにより

営業活動によるキャッシュ・フローは増加したものの、固定資産の取得や借入金の返済などにより、結

果として資金が２億49百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末は11億04百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における当社グループのキャッシュ・フローの状況は次の通りでありま

す。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第２四半期連結累計期間において営業活動による資金は６億06百万円の増加（前第２四半期連結累

計期間は14億29百万円の減少）となりました。これは主に、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前

四半期純利益が１億56百万円となったことや預り証拠金の増加などによるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第２四半期連結累計期間において投資活動による資金は26百万円の減少（前第２四半期連結累計期

間は３億14百万円の増加）となりました。これは主に、固定資産の取得等によるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第２四半期連結累計期間の財務活動による資金は８億22百万円の減少（前第２四半期連結累計期間

は６億98百万円の増加）となりました。これは主に、短期借入金及び長期借入金の返済、配当金の支払

い等によるものであります。 

  

連結業績予想についてですが、当社グループは、商品先物市場、外国為替市場、株式市場等において

投資サービス事業を展開しております。これらの市場には、世界の政治・経済情勢、相場動向等の不確

実な要因が多種多様に存在しており、特に近年においては、それらの要因が複雑に絡み合い、各市場に

おける相場乱高下を引き起こす現状となっております。さらに投資環境及び投資家の投資マインドの変

化は従来とは異なり予測を超えるスピードで変化しており、お客様からの手数料収入が収益の大半を占

める当社及び当社グループの業績への影響は予想が困難な状況にあります。 

 このような環境を踏まえて現状を検討した結果、業績予想の策定が著しく困難であるばかりでなく、

投資家の皆様の重要な投資判断材料である業績予想を開示することが投資判断をミスリードするリスク

もあると判断し、平成22年３月期より連結・個別の業績予想公表を非開示とさせていただくことにいた

しました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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なお、業績予想を非開示とする代わりに月次ベースの営業資産を適時開示させていただいておりま

す。具体的には、毎月末の顧客口座数、商品先物取引・外国為替証拠金取引の預り証拠金額、商品先物

取引の残玉数を翌月15日前後に開示させていただきます。また、業績の差異につきましては、前連結会

計年度の実績数値を基準に、営業収益が前連結会計年度に比べて110％以上または90％以下の場合、経

常利益または当期純利益が前連結会計年度に比べて130％以上または70％以下の場合には業績の差異の

開示を行ないます。この差異の開示につきましては、第２四半期連結累計期間決算及び通期（連結会計

年度）決算時を対象といたします。 

当第２四半期連結累計期間の業績は、「１．当四半期決算に関する定性的情報」の「（１）連結経営

成績に関する定性的情報」でご説明いたしました通りでございます。その結果、「サマリーページ」の

「１．平成24年３月期第２四半期の連結業績（平成23年４月１日－平成23年９月30日）」の「（１）連

結経営成績（累計）」で記述しましたように、当第２四半期連結累計期間の営業収益が前第２四半期連

結累計期間と比較して10％以上、当第２四半期連結累計期間の経常損益及び四半期純損益が前第２四半

期連結累計期間と比較して30％以上の差異が発生し開示が必要となりましたので、本第２四半期決算短

信発表と同時に当該資料「平成24年３月期第２四半期累計期間の業績（連結・個別）の差異に関するお

知らせ」を開示させていただきます。詳細は同資料をご参照ください。 

当社グループは、今後とも環境の変化に即応した営業体制を整備し、業績の向上に努めてまいりま

す。人材育成の強化や情報サービス体制の拡充など営業サービスの充実を図り、預り証拠金や顧客数の

増大など営業資産の拡大を進めるとともに、子会社各社の事業拡大など、グループの総合力を発揮し、

お客様の多様な資産運用ニーズにお応えすることで業績の向上に努めてまいります。今後とも、ご支援

のほど、よろしくお願い申し上げます。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,009,542 8,790,463

委託者未収金 38,437 100,661

有価証券 300,150 500,300

商品及び製品 439,369 506,182

保管有価証券 1,989,309 1,992,260

金銭の信託 989,702 91,441

委託者先物取引差金 1,719,754 4,350,985

短期差入保証金 8,144,976 6,695,914

信用取引資産 944,503 455,189

信用取引貸付金 942,679 455,189

信用取引借証券担保金 1,823 －

その他 547,428 593,737

貸倒引当金 △5,995 △20,564

流動資産合計 24,117,179 24,056,571

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,202,458 3,142,583

土地 3,928,221 3,928,221

その他（純額） 112,560 112,921

有形固定資産合計 7,243,241 7,183,726

無形固定資産 194,236 117,863

投資その他の資産   

投資有価証券 1,609,469 1,398,974

長期貸付金 719,102 707,507

その他 1,207,133 1,206,264

貸倒引当金 △450,810 △495,976

投資その他の資産合計 3,084,894 2,816,769

固定資産合計 10,522,372 10,118,360

資産合計 34,639,551 34,174,931
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 4,207,695 3,884,310

1年内返済予定の長期借入金 566,640 566,640

リース債務 5,487 3,003

未払法人税等 30,835 18,701

賞与引当金 24,300 18,800

預り証拠金 9,099,399 11,248,395

外国為替取引預り証拠金 3,189,353 2,040,013

預り証拠金代用有価証券 1,988,924 1,990,171

信用取引負債 929,613 449,949

信用取引借入金 927,789 449,949

信用取引貸証券受入金 1,823 －

その他 911,912 591,768

流動負債合計 20,954,161 20,811,754

固定負債   

長期借入金 1,456,600 1,173,280

リース債務 2,223 1,156

退職給付引当金 569,739 580,470

役員退職慰労引当金 359,799 355,840

その他 22,110 20,850

固定負債合計 2,410,471 2,131,597

特別法上の準備金   

商品取引責任準備金 319,891 337,208

金融商品取引責任準備金 27,744 27,744

特別法上の準備金合計 347,635 364,952

負債合計 23,712,268 23,308,304

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,245,237 3,245,237

資本剰余金 2,715,614 2,715,614

利益剰余金 7,471,417 7,410,565

自己株式 △2,351,624 △2,357,645

株主資本合計 11,080,645 11,013,773

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △181,180 △174,477

その他の包括利益累計額合計 △181,180 △174,477

少数株主持分 27,817 27,331

純資産合計 10,927,282 10,866,626

負債純資産合計 34,639,551 34,174,931
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業収益   

受取手数料 1,559,190 2,026,446

売買損益 122,407 72,471

その他 146,828 73,830

営業収益合計 1,828,426 2,172,747

営業費用 2,280,050 1,876,808

営業利益又は営業損失（△） △451,623 295,939

営業外収益   

受取利息 15,400 17,121

受取配当金 18,211 16,045

その他 31,421 11,005

営業外収益合計 65,034 44,172

営業外費用   

支払利息 72,237 63,584

有価証券売却損 735 534

その他 26,886 42,428

営業外費用合計 99,858 106,547

経常利益又は経常損失（△） △486,448 233,564

特別利益   

投資有価証券売却益 10,363 －

特別利益合計 10,363 －

特別損失   

固定資産売却損 4,663 －

固定資産除却損 － 59,673

商品取引責任準備金繰入額 87,344 17,316

金融商品取引責任準備金繰入額 124 －

役員退職慰労金 595,413 －

その他 87,903 77

特別損失合計 775,448 77,067

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,251,533 156,496

法人税、住民税及び事業税 9,741 8,127

法人税等調整額 △18,706 －

法人税等合計 △8,964 8,127

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,242,568 148,368

少数株主損失（△） △8,687 △486

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,233,881 148,854
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,242,568 148,368

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △138,334 6,702

その他の包括利益合計 △138,334 6,702

四半期包括利益 △1,380,903 155,071

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,372,216 155,557

少数株主に係る四半期包括利益 △8,687 △486
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 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,251,533 156,496

減価償却費 117,942 111,070

貸倒引当金の増減額（△は減少） 65,048 59,736

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,200 △5,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 26,440 10,731

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △59,542 △3,959

特別法上の準備金の増減額（△は減少） 87,468 17,316

受取利息及び受取配当金 △33,612 △33,166

支払利息 72,237 63,584

為替差損益（△は益） △5,208 6,798

有形固定資産売却損益（△は益） 4,663 －

有価証券売却損益（△は益） △6,958 535

たな卸資産の増減額（△は増加） △60,513 △66,813

委託者未収金の増減額（△は増加） 21,993 △46,274

委託者先物取引差金（借方）の増減額（△は増
加）

△754,663 △2,631,230

差入保証金の増減額（△は増加） △355,520 1,449,062

金銭の信託の増減額（△は増加） 350,000 898,261

信用取引資産の増減額（△は増加） 390,633 489,314

預り証拠金の増減額（△は減少） 581,615 999,656

信用取引負債の増減額（△は減少） △399,015 △479,663

その他 △145,693 △337,304

小計 △1,360,419 658,652

利息及び配当金の受取額 33,612 33,166

利息の支払額 △72,342 △63,436

法人税等の支払額 △30,286 △22,065

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,429,435 606,316

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,687,000 △3,687,000

定期預金の払戻による収入 3,687,000 3,687,000

有価証券の取得（△）又は売却 500,000 △200,695

有形固定資産の取得による支出 △11,925 △16,465

有形固定資産の売却による収入 10,375 －

投資有価証券の取得による支出 △505,328 △309,434

投資有価証券の売却による収入 192,602 526,565

貸付の回収による収入 47,599 11,595

その他 81,585 △38,284

投資活動によるキャッシュ・フロー 314,908 △26,718
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,319,954 △323,384

長期借入金の返済による支出 △283,320 △283,320

自己株式の取得による支出 △1,892 △6,020

配当金の支払額 △335,914 △209,706

財務活動によるキャッシュ・フロー 698,827 △822,431

現金及び現金同等物に係る換算差額 7,975 △6,798

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △407,724 △249,632

現金及び現金同等物の期首残高 1,813,791 1,353,745

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,406,067 1,104,112
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該当事項はありません。 

  

  

 当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資顧問業務、損害保険代理店

業務、金の定額購入業務等であります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去58,102千円、各報告セグメントに分配してい

ない全社費用△487,973千円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント
その他 

(注)１
合計

調整額 

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)３

商品先物取引

業務

外国為替証拠

金取引業務

証券取引 

業務
計

営業収益

  外部顧客への営業収益 1,962,949 40,846 103,634 2,107,430 65,317 2,172,747 ― 2,172,747

  セグメント間の内部 

  営業収益又は振替高
─ ― ― ― 58,102 58,102 △ 58,102 ―

計 1,962,949 40,846 103,634 2,107,430 123,420 2,230,850 △ 58,102 2,172,747

セグメント利益又は損失(△) 912,300 △ 92,985 △ 59,921 759,393 13,096 772,490 △ 476,550 295,939

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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